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思い出だけのアステカ
プラド美術館の向いを少し入ったところがオテ
ル ･パラセ(パレス ･ホテル)､その裏側がメディ
ナセリ通り､その4番地にコンセホ (スペイン高
等学術研究院)の建物がある｡簡易エレベーター
でグラグラと音をたてながら昇った7階がゴンサ
ロ･フェルナンデス ･デ ･オビエド研究所､その
ゼミナール室で毎週月曜日の午後5時ごろから約
2時間､アステカ語-ナウァトル語の授業が行わ
れた｡
これはマドリッド大学アメリカ史 (日本でいう
ラテンアメリカ史)学科4年次の科目 ｢アメリカ
史｣に付属する必修ゼミナールの一つである｡ス
ペイン人の女の先生に師事?したスペイン人の女
子学生5.6名と男がひとり､冠詞や名詞や形容
詞､単数形や複数形､それに現在形や過去形といっ
た動詞の活用など､アステカ語の文法のてほどき
をうけながら､対訳の辞書を引いて単語や語句､
ときには平易な短文を訳出するという作業にあ
たった｡
こう書けば､自分がアステカ語を楽々と学習し
たと誤解する人もあろうから白状するが､実際は
大層難儀し､成果らしきものは事実上ゼロであっ
た｡先生の説明を目で確かめるにも教科書がなく､
筆記しながら付いていかねばならなかったという
弁解をするまでもなく､学力不足ゆえに苦労した
のである｡というわけでアステカ語のゼミナール
に通ったという思い出だけが残っている｡
しかし､あえて未練がましくいえば､人が ｢今
は思い出だけ｣と気安く口にするところがくせも
ので､実際はぼんやりとした思い出以上の記憶が
けっこう残っているものである｡自分の場合もそ
うである｡たとえば､教わった先生はどちらかと
いえば背は低い方で､年齢は35才くらい? (当時
語
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も今も女性の年齢を当てる能力はないが)､名前
はマリアなにがしで､いくらか甲高い声であった
ということを覚えている｡また､大学の教室でも
このゼミナールでも一緒してくれたセニョリータ
たちの名前や顔かたちについてはほぼ全員､それ
なりに心当たりがある｡授業が終わり､コンセホ
を出て近くの地下鉄のセビリア駅やプエルタ･デ
ル ･ソル駅までの入ったか入らなかったかという
いくつかの店のことも記憶にある｡
このように書けば､なにかアステカ語の勉強と
は関係のない事柄だけが思い出にあるようである
が､そうでないことも一､二ある｡かつてゼミナー
ル室でこんな本があるのかと思いながら苦労して
引いたアステカ語とスペイン語の対訳辞書- ア
ロンンソ･デ ･モリーナ修道士 (FrayAlonsode
Molina)編 『Vocabularioenlenguacastelanay
mexicana』(マ ドリッド,1571年 ;1944年復刻版)
- を後日入手した時のなつかしい気持ちは格別
であった｡また､ボールペンで書き取った当時の
講義ノートの断片もある｡色あせたこのノートか
らわれわれのゼ ミナール誌 Fミルパ ･トカル
(MILPA･TOCAL､ トウモロコシ畑 ･我らの家
という意味)』のネーミングをひっぼり出した｡
そして今､ゼミ生ともども､南米のケチュア語入
門に挑戦しようと考えている｡これもかつてアス
テカ語を ｢習ったという思い出｣が生き続いてい
ればこそ､今度はアステカではなくインカのこと
ばへと向かわせるのであろう｡ただ前歴が前歴だ
けに､ゼミ生には申し訳ないが､今回もあっさり
返り討ちにあうだろうと覚悟はもう出来ている｡
そろそろ四半世紀にもなる罪作 りな思い出であ
る｡
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